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高
め
よ
う
ふ
る
さ
と
意

識

東
葛
飾
地
域
行
事
へ
ご
参
加
を

県
民
の
日
（
六
月
十
五
日
）
に
ち
な
ん
で
、
「
県
民
の
日
東
葛
飾
地
域

行
事
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

六
月
三
日
（
土
）
、
市
民
会
館
で
の
催
し
物
を
皮
切
り
に
、
楽
し
い
行
事

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
家
族
で
、
友
達
を
誘
っ
て
参
加
し
ま
し
よ
う
。

市
民
会
館
の
催
し
物

▽
費
用
・
・・
無
料

マ
内
容
＝
デ
ュ
ー
ク
エ
イ
セ
ス
に

よ
る
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め

る
コ
ン
サ
ー
ト

マ
定
員
＝
千
二
百
人

マ
申

込
み
・
＝
五
月
二
十
日

王

）
必

着
で
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
申
し
込

む
人
全
員
（
一
枚
で
四
人
ま
で

）

の
住

所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
希

望
と
明
記
し
て
下
記
へ
（
先
着
順

お
は
な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン

マ
時
間
・・
・
①
午
後
二
時
か
ら

②
午

後
四

時
か
ら

マ
会
場
三
○
一
会
議
室

マ
内
容
＝
・
財
団

法
人

松
戸
市
お
は

な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン
に

よ
る
、
幼

児
向
け

人
形
劇

、
紙
芝
居

▽
費
用
・・
・
無
料

（
先
着
順

）

その他の催し物
〇
福
祉
施
設
紹
介
・
バ

ザ
ー

〇
東
葛
飾
地
域
観
光
物
産

展

〇
緑
化
苗
木
の
無
料
配
布

マ
時
間
・
・
牛

後
二
時
三
十

分
か
ら

マ
会
揚
・
・
大
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ

市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

投
票

日
は
６
月
1
8日
（
日
）

任
期
満
了
に
よ

る
市
長
選
挙
お

よ

び
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
、

六
月
十

八
日

百

）
に

行
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
市
民
の

生
活
に

直
接
関

係
す
る
重
要
な
選

挙
で
す

。

棄
権
し
な
い
で

、
必
ず
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

立

候

補

予

定

者

説

明

会

市
長
選
挙
お
よ

び
市

議
会

議
員

補
欠
選
挙
の
立
候
補
予

定
者
説
明

会
を
次
の
の
日
程
で
行
い
未
咒

立
候
補
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
の

説
明
が
あ
り
ま
す
の
で

、
立

候
補
を
予
定
し
て

い
る
人
は
、
必

ず
参
加
し
て
下

さ
い
。

マ
日

時
・
・・
五

月

八

日
（
月

）
午

後

二

時

か

ら

マ

会

揚
・
：
市

役

所

議

会

棟

三

階

特

別

委

員

会

室

マ

詳

細

＝
・
．選

挙

管
理

委

員

会

事

務

局

投票は記号式です

マ
申
込
み
と
詳
細
・
＝
〒
二
七

一
松

戸
市
小
根
本
七
千
葉
県
東
葛

飾

支
庁
総
務
課
企
画
係

登
6
1－

２

１
１
１
内
線
１
０
７

番
へ

松戸駅市民ギャラリー

期 間 ５月８日まで ５月20日まで

東
ギ

ヤ

ラ リ
Ｉ 世界の名画

複製画展

源 川 彦 峰 展

(書・絵・刻字・陶

器)

西

ギ
ャ

ラ

リ

｜

菊地健蔵

スケッチ展

問い合わせは社会教育課成人教育係へ

手数料・保険料・各種 税

今
月
の
納
期
は

奉

特
別
土
地
保
有
税

…
五
月
三

十
一
日

奉
軽
自

動
車
税
・
＝
五
月
三
十
一
日

奉
国
民
年

金
保
険
料
一
五

月
分

※
六
十
三

年
度
分
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
も
う
一
度
お
確
か
め
下
さ
い
。

早
め
に

納
付
（
納
入
）
お
願
い
し

ま
す
。

安全・確実な
口座振替のご利用を

県
民
の
日

6月

3日

″
デ
ュ

ー
ク

エ
イ

セ
ス

″

フ

ァ

ミ

リ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

マ
時
間
・
＝
午
後
三
時
か
ら

会
場
＝
大
ホ
ー
ル

子供に人気のおはなしキャラバンも登揚します

卜 日　　 時 会 場（内 容） 対象 定員 費用 申込み等

東 葛 地 区

少年野球大会

①６月11日(日)

午前８時30分

から

②６月18日(日)

午前10時がら

①市川市営 球場

②東京医 科歯科大 グラウンド

（ともに市川市 国府台）

※東葛飾地域11市町の少年軟式野球の代表

チームによるト ーナメント 戦（ 参加チー

ムは確定済 み）

※雨天順延

〔予 備日 …６

月25日( 日) 東

京医 科歯科大

グラウンド

バ ス ツ ア ー

６月15日(木)午

前８時30分松戸

市役所前集合

見学先 …県立中央 博物館

( 干葉市)→ 稲毛海浜公園

( 千葉市)→サッ ポロビ ー

ル干葉工 場( 船橋市) →

船橋港 遊覧

親子 100人

(申し
込み多
数の場

合は抽
選)

無 料

(昼食

持参)

５月31日( 水)

必着で、往復

ハガ キに申 し

込 む人全員の

住 所･氏名･ 年

齢・電話番号

を明 記し て左

記 へ

４

東
葛
友
の
会
作
品
展

（
脳

卒
中

後
遺

症
の

障
害
者
に
よ
る
左
手

の
書

道
と

絵
画
）
＝
＋

日
～

十
四
日

奉
欣
石
書
道
会
子
ど

も
展
＝
十

二
日
～

十
四
日

条
グ
ル
ー
プ
「

樹
」
油
絵
展

覧
会
＝
十

六
日

上

平

一
日

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

休

館

日
・・・
月
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間
・・
主

印
十
時
～
午
箜
（

時

※
初
日
お
よ
び
最
終
日
は
変
更
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
ホ
ー
ル
容
6
7卜
7
8
1
0

番
）

５月



ａ 滲Ｄどｍ第７０５号

クリーンデー

私道を舗装して安全で使いやすい道路に

側
溝
敷
設
を
お
手
伝
い

私
道
を
舗
装
し
た
り
、
側
溝
を
敷
設
し
た
い
と
い
う

場
合
に
、
市
が
費
用
の
一
部
を
援
助
し
て
い

ま
す
。

舗
装
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ま
た
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
、

側
溝
工

事
は
Ｕ
字
溝
ま
た
は
Ｌ
型
溝
に
な
り
ま
す
。

工
事
を
予
定
し
て
い

る
人
は
、
五
月
三
十
一
日
（
水
）

ま
で
に
、
土
木
部
管
理
課
へ

申
請
し
て
下
さ
い
。

市
で
は
、
地
域
環
境
の
整
備
を

図
る
た
め
に
、
昭
和
五
十
年
か
ら

私
道
の
舗
装
・
側
溝
敷
設
等
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

私
道
敷
地
を
所
有
し
て
い
る
人

な
ど
の
総
意
に
よ
り
、
市
に
申
請

し
て
い
た
だ
き
、
市
が
工
事
を
行

い
ま
す
。
計
画
的
に
行
う
た
め
、

比
較
的
安
い
費
用
で
す
み
、
施
工

状
態
も
良
好
で
す
。

今
年
の
三
月
ま
で
に
実
施
し
た

工
事
は
、
四
百
十
九
件
、
舗
装
面

関
東
地
方
一
都
九
県
の
同

一
歩
調

に

よ
る
「
環
境
美
化
運
動
」
を

市
内

各
所
で
、
ま
た
河
川
美
化
月
間
の
一

環
と
し
て
沿

岸
十
四

市
区
町
村
に
よ

る

「
江
戸
川

ク
リ

ー
ン

作
戦
」
を
江

戸
川
の
河
川
敷
で
行
い
ま

す
。

○

関

東

地
方

環

境

美
化

運

動

「

ゴ

ミ

ゼ

ロ
」

の

日

マ
日
時
六
月
四
日
百
）
午
前
中
の

一
時
間
程

度

マ
詳
細
・
・
清
掃
第
一
課
業
務
係

○

江

戸

川

ク

リ

ー

ン

作

戦

マ
日
時
六
月
四
日
百
）
午
前
九
時

～
十
時

マ
詳
細
＝
・
清
掃
部
管
理
課
庶
務

係

※
雨
天
の
場

合
、
関
東
地
方
環
境
美

化
運
動

・
江

戸
川

ク
リ
ー
ン
作
戦

と
も
に
、
六
月
十

一
日

目

）
に
順

延
し

示
ｙ

。

積
で

七
万
百

七
生
（

平
方
片
、
道

路
延
長
で

約
二

７

七

諺
肩
（
側
溝

延
長

は
約
七

・
四

諺
肩
）
と
な

っ

て
い
ま
す
。

マ
対

象
と

な
る
私

道
…

①
道
幅
が

原
則
と
し
て
四
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
②

両
端
ま
た
は
一
端

が
公
道
に
接

し
て
い

る
③
築
造
後
五
年
以
上

経
過
し
て
い

る
④
五
世
帯
以
上

の
住

居
が
隣
接
し
て

い
る
⑤
エ

事
の

支
障
と

な
る
物
件
が
な
い

⑥
側
溝
敷

設
に
つ
い
て

は
、
公

道
等
の
排
水
施

設
に

接
続
が
可

能
。
以
上
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
し
て

い
る
私
道
で
す

。

マ
エ
事
の
申
請
が
で
き
る
人
・
・
私

道
敷

地
を
所
有
し
て

い

る
人
な

ど
の
総
意
に
基
づ
い
て
、
一
切

の
権
限
を
ま
か
さ
れ
て
い
る
人
。

ま
た
は
私
道

敷
地

な
ど
の

管
理

に
つ

い
て
組
合
等

が
設
立
さ
れ

て
い

る
場
合
は
、
そ
の

長
。

マ
受
付
期
間
・
こ
五
月
六
日

正

了

三
十

一
日
（
水
）

マ
エ

事
の

内
容
＝
・
舗
装
工

事
は

、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
ま
た
は
コ

地元負担見込額

谷 匹 ‾回 元 石夏 言 両端が公道に

接する道路
一端か公道に

接する道路

アスファル卜舗装新設工事 1.38C〕円/nT 1,920円／叮

アスフアルト舗装補修工事(オーバーレイ) 540円／ぼ ZGO円／ぽ

コンクリート舗装新設工事 2.10C〕円／ぼ 2,940円/m2

Ｕ字溝敷設工事(ふたなし) 2,530円／ｍ 3,540円／ｍ

Ｕ字溝敷設工事(ふた付き) 5,180円／ｍ 7,250円／ｍ

Ｌ型溝敷設工事 2,390円／ｍ 3,340円／ｍ

ン

ク
リ

ー
ト
舗
装
。
側
溝
工
事

は

、
Ｕ

字
溝
（
ふ

だ
付
き
を
含

む
）
ま
た
は
Ｌ

型
溝

マ
地
元
負
担
見
込
額
・
＝
右
表
の
と

お
り

▽
詳
細
＝
土

木
部
管
理
課
業
務
係

映
画
と
人
形
劇
お
は
な

し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入

場
無
料
・
三
～
九
歳
く
ら
い
が
対

象
）

十

九
日

十

八
日

十
七
日

十
二
日

十

一
日

五
月
十
日

期
　
日

明

市

民

セ

ン

タ

ー

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

図
　

書
　

館
　

本
　

館

馬
橋
東
市
民
セ
ン

タ
ー

新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー

図
　

書
　

館
　

本
　

館

会
　
　
　
　

場

午
後
三
時
～
四

時

時
　
　
　
　

間

※
定
員
に
な
っ
た
場
合
は
、
入
場
を
お
断
り
し
康
ｙ
。

マ
詳
細
・・
市

立
図
書
館

一`
6
5
－
5
1
1
5

番

１

－

―

－

－

－

‐

－

１

１

六実消防署開設10周 年記念

｢市 民 とともに10 年｣

1〉日 時…５月28 日( 日)午 前11 時

～ 午後２時

1》会場…六実消防署

1〉内容…野菜バザー、チビッコ

広場、起震車体験コーナーは

か

※１日消防署長として女優の山

本純子さんも参加します。

C〉詳細･･一六実消防署C86 ―0377

番

松 戸 市歩 こう会指導 者募集　 ｉ

ｉ

Ｅ〉対象 …30 歳～50 歳 までの人で、｜

毎月１回 日曜 日に参加でき、 ｉ

会の計画を立てられ、文書が　ｉ

書ける人　　　　　　　 １

１歩こう会発足のため、指導者　ｊ

による打ち合わせ会議を５月　ｉ

13日(土) 午 後１時から行いま

す。

C〉申込み… ５月12 日( 金) までに

電話で矢切 公民館S68 ―1241

内線44 ～45 番 へ

学校外での事故にそなえて

学童災害共済制度に加入を

E〉申込期日…５月12日(金)まで

E〉掛金･･･１人年間100円

1〉共済期間…４月１日～平成2年3 月31日

E〉見舞金…負傷程度に応じて最低5,000

円から最高50万円まで(ただし､交通事

故･風水害･震災による事故は支給され

ません)

洗剤は石けんなど無リンのものを使おう

C・申 込み…①市内小中学校児童・生徒は　 ｜

各学校に申し込んで下さい②市内在住　 ｜

の市外小中学校児童・生徒は教育委貝　 ｉ

会保健体育課に申し込んで下さい。　　 1

1〉詳細…保健体育課保健係　　　　　　　 ｉ

市
独
自
の
福
祉
一
時
金

口
口
口
目

心
身
障
害
者
に
七
千
円

市
で
は
、
心
身

障
害
者
世
帯
の

生
活
の

安
定
と
福

祉
の
向
上
を
図

る
た
め
、
市
独
自
の
福
祉
一
時

金
」
を
支
紿
阮
蚤

す

。

支
給
さ
れ
る

一
時
金
は
七
千
円

で

、
対
象
と
な
る
の
は
、
国
の
福

祉
特
別
給
付
金
が
受
け
ら
れ

な
い

障
害
者
で

、
市
民
税
の
所
得
割
非

課
税
世

帯
の
人
で

す
。

心

身

障

害

者

福

祉

一
時

金

マ
対
象
Ｅ

平
成
元
年
二
月

一
日
現

在
、
身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育

手
帳
の
交
付
か
受

け
て
い

る
人

で

、
平
成
元
年
五
月

一
日
現
在

松
戸

市
に
住

ん
で
い

る
人

マ
支
給

条
件
・・
・
①
国
の

福
祉
特
別

給
付
金
の
受
給
対
象

外
で

あ
る

こ
と

②
市
民

税
の

所
得
割
額
が

非
課
税
世
帯
で

あ
る
こ
と

③
二

十
歳
以
上
で
あ

る
こ
と

マ
支
給
額
・
・
七

千
円

※
対
象
者
に
は
、
す
で
に

申
請
書

を
発
送
し
て
あ
り
ま
す
の
で

、

早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
で

、

ま

だ
申
請
書
が
届
か
な
い
人
は

。

し
あ
わ
せ
課
へ
問
い

合
わ
せ
て

下
さ
い
。

マ
詳
細
＝
・
し
あ
わ
せ

課
福
祉
係

再
生
自
転
車
の
販
売

マ
受
付
日
時
＝
・
五
月

十
九
日
（
金
）

・
二
十
日

玉

）
、
午

前
九

時
～

午
後
三
時

〔
二
十
日
は
午
前

十

一
時
ま
で

〕

マ

抽
選
・
販
売
日
時
＝
・
五
月
二
十

貝

土
）
午
前

十
一
時
か
ら

マ
会
場
・
・
・
生
き
が
い
福
祉
セ
ン
タ

ー

（
金

ヶ
作
二
七
七
－

四
）

マ
台
数

・
価
格
・・
・
四
十
五
台

こ

台
四
千
円
上

万
円

マ
交
通
Ｅ

五
香
駅
東
口
か
ら
新
京

成
バ
ス

「
小
新
山
行
き
」
で

、

新

栄
町

入
口
下

車
（
五
香
駅
発

午
前
九
時
十
九

分
・
四

十
八
分
、

十
時
十
ヤ

分
が
あ
り
ま
言

※
抽
選
日
当
日

（
二
十
日
）
は

、

五
香
駅
東
口
午
前
十
時
発
の
事

業
団
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

、

車
で
の

来
場
は

ご
遠
慮
下
さ
い
。

マ
詳
細
・
＝
生
き
が
い
福
祉
事
業
団

｛
1
8
4－
Ｉ
Ｑ
り
ｌ
ｑ
Ｔ
１
番

ｊ

ｊ

１

１

ｊ

１

・

・

私
道
の
舗
装

ｌ

ｉ

・

ｉ

・

・

１

ｑ

ｊ

●

ｉ

ｉ

ｉ

ｊ

ｄ

ｉ

ｉ

●

ｊ

ｊ

；

ｊ

４

ｊ

｜

ｉ

ｉ

ｊ

Ｊ

Ｉ

ｊ

４

４

１

ｊ

春の市民ぐるみで

６月４日(日)

補
修
新
設

－フ‾

レ

ホ

ン

サ

｜

ビ

ス

‘¬
で

ん

わ

お

は

な

し

fi キ

63 ヤ

｜ ラ

９ バ

９ ン

い

９

番



元成元年５月５日ｍａ 滲こTT)ど

市役所が

５
月
2
7日
（
土
）
か
ら
実
施

乖
　

卓
　

乖
　

乖

市
役
所
は
、
五
月
二
十

七
日
か
ら
毎
月
第
二
・
第

四
土
曜
日
が
休
み
に
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

市
役
所
は
、
五
月
二
十
七
日
の

土
曜
日
か
ら
、
毎
月
第
二
・
第
四

土
曜
日
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま

す
。土

曜
閉
庁
は
、
国

が
今
年
の

一

月
か
ら
、
県
も
四
月
か
ら
同
様
の

方
法
で
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す

。

平成元年度の閉庁土曜日

＼ 第
２

土
曜
日

第
４

土
曜
日

５月 - 2ｱ日

６月 10日 2∠|日

フ月 ８日 22日

８月 12日 26日

９月 ９日 23日

10月 匐日 28日

竹月 竹日 25日

12月 ９日 四日

１月 13日 2Z日

２月 10日 24日

３月 10日 2∠|日

第
二
・
第
四
土
曜
日
に
閉

庁
す

る
部
門
と
閉
庁
し

な
い

部
門
の
区

別
、
お
よ
び
平
成
元

年
度
の
閉

庁

土

曜
日
は
、
別
表
の
と

お
り
で

す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お

願
い

い
た
し
ま
す
。

▽
詳
細
：
人

事
課
考
査

係

困ったこと悩みごとは

行 政 相 談 委 員 へ

相談は電話・口頭・手紙で

総
務

庁
長

官
か
ら

、
行
政
相
諛

委
員
と
し
て
左
記
の
人
た
ち
が
委

嘱
さ
れ
ま
し

た

。

行
政
相

談
委
員

は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
気
軽

な
相

談
相
手
と
し
て

苦
情
な
ど

を
伺
い

、
こ

れ
を
関
係

す
る
役
所

な
ど
に

連
絡
し
て

解
決

の
促
進
を
図

る
ほ
か

、
行
政
の
改

行政相談委員氏名

善
や
民
主
化
を
推
進
し
ま
す
。

〔

定

例

行

政

相

談

〕

マ
日

時
Ｅ

毎
月
第
二
・

第
四

月
曜

日

、
午
後
一
時
上

こ
時

マ
会
場
＝
市

民
相
談

室
相
談
コ
ー

ナ

ー

▽
詳
細
＝
市

民
相

談
室

滝

田

泰

子
氏

青
木
美
枝
子
氏

関

根

壮

吾
氏

渡
来
進
太
郎
氏

和

田

康

男
氏

林
　

克

忠
氏

氏
　
　
名

松
戸
市
上
本
郷
三
七
三
〇

松
戸
市
松

戸
I
 
I
二
五

松
戸
市
金
ヶ
作
三
五
二

松
戸
市
高
塚
新
田
四
九－

一

松
戸
市
松
戸
新
田
一
八
１
四

松
戸
市
ニ
ツ
木
八
七

住
　
　
　
　

所

6
2－

２
６
８
３

6
2
－

４
５
０
８

8
7ー
ー
Å

）５

9
2
－

６
２
３
４

6
2ー
フ
Ｂ
５
３

副
－

０
８
０
１

電
　

話

免
除
を
受
け
た
保
険
料
は

追
納
し
ま
し
ょ
う

国
民

年
金
に
は

、
他
の
公
的
年

金
制
度
に

例
を
見

な
い

、
保
険
料

納
付
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま

す
。

こ
れ
は
、
失
業
や
病
気
な
ど
で

生
活
が
苦
し
く

、
ど
う
し
て

も
保

険
料
が
納
め
ら
れ

な
い
人
の
た
め

に
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除

さ
れ

る
制
度
で
す
。

し
か
し
、
免
除
を
受
け

る
と

、

将
来
、
老
齢
年
金

を
受
け

る
と

き

に
、
免
除
を
受
け
た
期
間
の

年
金

額
は
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の

三
分
の
一
に
な

っ
て
し
ま
い

ま
す
。

保

険

料

の

追

納

免
除
を
受
け
た
期
間
は

、
十

年

前
に
ま
で

さ
か
の

ぼ
っ
て

、
当

時

の
保
険
料
で
納
め

る
こ
と

が
で

き

ま
す
。

保
険
料
を
追
納
す

る
と

、
年
金

額
は

保
険
料
を
正
規
に
納
め
て
い

た
場
合
と
同
額
に
な
り
ま
す
の
で

、

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
こ
と
の

あ
る
人

は
、

ぜ
ひ
追
納
す

る
よ

う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し

、
昭
和
六
十

一
年
度
以

成人学校Ｉ期(その３)

科　目 日　　時 会　場 講　師 定員 教材費

女 声 合 唱

入　　　門

5/23～7/18の

毎週火曜日

午前句時～正午

常 盤 平

市　　民

センター

常盤平女声合唱団

井崎正浩氏指揮

各

20
人

1,000円

初めての

人のための

ペ ン 習 字

5/24･31
6/4･18･28

7/9･19･26

8/9･27

の各水曜日・

日曜日

午後1時30分

～3時30分

古 ヶ 疸

市　　民

センター

患 家
小林陵雲氏

400円

野鳥の講座

5/22､8/21、
11/20､平成2

年2/19の各月

曜日

午後/時～9時

※ほかに観察

会も予定

婦人会館
日本野鳥の会会員

熊 谷　 章 氏
30人 無料

伝統の
鎌倉彫入門

5/11～6/29の

毎週木曜日
午後6時30分

～8時30分

市民会館
桂雅会
鎌田弘子氏

若干名 9,000円

降
の
免
除
期
間
に
つ

い
て

は
、
三

年
を
経
過
し
て

追
納

す
る
場
合
は
、

利
子
相
当
分

（
年
利

五
・
五
％

）

が
、
加
算
さ
れ
ま
す

。
例
え

ば
、

六
十

一
年
度
分
を
平

成
元

年
度
内

に
追
納
す
る
と

、
追
納

額
は

、
月

額
七
千
四
百
九
十
円
に

な
り

ま
す
。

追
納
を
希
望
す

る
人
は

、
年
金

手

帳
、
印
鑑
を
持
参
し
て

、
国

民

年
金
課
ま
た
は
各
支
所
に
申
し
出

て

下
さ
い
。

▽
詳
細
・・
・
国

民
年
金
課
保
険
料
係

４

1
1
4

1≫対象…市内在住・在勤で16歳以上の人

1〉申込み…５月15日(月)必着で、往復ハガキに希望科目・住所

・氏名・年齢・電話番号を記入して、〒271松戸市根本387-

5 教育委員会社会教育課へ

※返信用ハガキに必ずあて名を記入して下さい。定員を超えた

科目は抽選となります｡定員に満たない科目は、５月17日(水)

から社会教育課で、電話で受け付けます。

1〉詳細…社会教育課成人教育係

市民会館ホール

９/４～10/13 は休館

調理師試験

市民会館ホールは、改修工事

のため、９月４日( 月)～10 月13

日(金) の間は利用できません。

なお、会議室棟の利用、受付

事務は平常通り行います。

【〉詳細…市民会館登68 一1237 番

【〉試験期日…７月21 日(金)

l＞願 書受付期間…５月29 日(月)

～31 日(水)

l〉願書用紙…松戸保健所で配布

しています。

じ〉詳細…松戸保健所・栄養担当

C〉内容…経営および融資全般

I》相談者…中小企業経営コンサ

ルタント、商工課融資係

C〉費用…無料

D〉詳細…商工課振興係

巡回経 営・ 融資 相談

l〉日時…５月10 日(水) 午前10 時

30 分 ～午後３時30分

l〉会場…矢切支所

西
口
地
下
駐
車
場

料
金
徴
収
業
務
を
委
託

マ
委
託
場

所
＝
松

戸
駅
西
口
地
下

駐
車
場

マ
受
託
者
・
：
東
京
都
中
央
区
新
川

一
１

一
八
上

一
東
陽
商
事
株

式

会
社
代
表
取
締
役
社
長
・
増

渕

弘
機

マ
委
託
期
間
・
＝
平
成
元
年
四
月
一

日
～
二

年
三
月
三
十

一
日

マ
詳
細
…

都
市
部
計
画

課
西
口

駐

車

場

東
京
湾
の
水
質
を
見
よ
う

６
月
は
環
境
月
間

マ
期
日

上
（
月

十
七
日

玉

）一

雨

天
・
強
風
の

場
合
は

中
占

▽
時
間
＝
牛

前
十
時

三
十
分
、
午

謾

一
時
三

十
分
・
三
時
三
十
分

か
ら
の

三
回
（
受
け

付
け
は
三

十
分
前

）

▽
場
所
＝
千
葉
港

マ
対
象
・
・・
県
内
在
住
の
小
学
生
以

上

（
小

学
生
は
父
兄
同
伴
）

▽
定
員
・
：
計
八
百
五
十
人

▽
費
用
・
・
・
無
料

▽
申
込

み
：
盍

月
二
十
日

壬

）
必

箝
で

、
封
書
に
返
信
用

封
只

六

十
二
円
切
手
張
付
）

を
同
封
し

、

乗
船
希
望
時
間
と
乗
船

希
望
者

全
員
（
五
人
ま
で
）
の

氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
を
明

記
し
、
〒

二
六
〇
卜

九
一
千
葉

中
央
郵
便
局
私
書

箱
四

十
号
千

葉
県

環
境
部

水
質
保
全
課
（
昔

0
4
7
2
1
2
3
－
3
8
2
2

番
）

へ

毎
月
第
３
土
曜
日
は
「
少
年
の
日
」

第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」
で
す

第２第４土曜日

閉庁に

国 民

一年 金

すぐやる課、守衛部門、清掃第1 課（業者指導部門）､清掃第２課（業者指導部

門）

斎場、北山会館、六和クリーンセンター、クリーンセンター、東部クリ－ンセ

ンター、養護老人ホーム、白井聖地公園管理事務所、衛生処理場、新松戸クリ

－ンセンター､小金原クリ－ンセンター､西口駐車場､各消防署、病院、健康増

進センター、ユーカリ交通公園、市民会館、市民劇場、矢切公民館、東部スポ

ーツパーク、クリーンセンター体育施設、児童福祉館、図書館、青少年会館、

各老人福祉センター、文化ホール、戸定館、松雲亭、小学校、中学校、市立高

校、幼稚園、各保育所、身体障害者福祉センター、日暮クリ－ンセンター、市

場、総合福祉会館

年中開庁する

部　　　　門

(年末年始および毎月１回の清掃日は休館)

各市民センター、勤労会館、婦人会館、市民スポーツセンター、

小金原体育館、常盤平体育館

市民課、国民年金課、国民健康保険課、税制課、市民税課、資産税課、収納課、

収入役室、秘書課、総務部庶務課、人事課、事務管理課、工事検査室、防災課、

企画課､ 財政課､ 管財課､ 交通対策課､文化施設建設準備室､ 広報課、市民相談室、

地域振興課、商工課、農政課、消費生活課、保健衛生課、健康管理課、おせわ

課、老人保健課、清掃部管理課、清掃部施設課、清掃第１課（業者指導部門を

除く ）、清掃第２課（業者指導部門を除く ）、 生活環境課、公害課、公害研究

所、市民部庶務課、安全課、福祉事務所、援護課、ながいき課、しあわせ課、

保育所課（本庁部門）、こども課、 土木部管理課、 道路課、治水計画課、治水

課、計画業務課、下水道部施設課､工務課、建築課、建築指導課､住宅課、都市

部管理課、計画課、街路課、区画整理課、新都市整備事務所、都市整備課、公

園緑地課、白井聖地公園課、都市整備・土地開発公社、議会事務局、選挙管理

委員会事務局、 監査課、 農業委員会、 教育委員会庶務課、学校施設課、学務

課、指導課、保健体育課、教育研究所、社会教育課、社会体育課、 少年センタ

ー、美術館準備室、水道部庶務課

各支所、ゆうかり学園、あゆみ学園、のぞみ学園、ことばの相談室、総合公園

建設事務所、消防局(事務部門)､水道部小金営業所･常盤平営業所(窓口部門)、

社会福祉協議会、生きがい福祉事業団

本

庁

出

先

機

関

閉
庁
し
な
い
部
門

本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

閉

庁

す

る

部

門
出
先
機
関
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健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
規
則
正
し
い
生
活

を
す

る
こ
と

が
大

切
で
す
が
、
病
気
の
中

に
は
自
覚
症
状
の

な
い

も
の

も
多
く
あ
り
ま

す
。

市
で
は
、
成
人
病
の
早
期
発
見

・
早
期
治

療
の

た
め
に

、

各
種
の
健
（

検
）
診

を
行
っ
て
い
ま
す

。

あ
な
た
も
自
分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

病

気
は

早
期
発
見
、
早
期
治
療

が
大
切
で

す
。日

ご
ろ
か
ら
「
自
分

は
丈
夫

だ
か
ら

病
気
に
な
ら
な
い
ご

と
思

っ
て
い
て

も
、
毎
年
定
期
的

に
各

種
の
健
診

を
受
診
し
て

、
自

分
自
身
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

早
目
の
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
な
た
の

健
康
保
持
に
役

立
ち
ま

す
。

本
年
度
各
種
健
診
の

第
一
弾
、

基
本
健
康
診
査

が
始
ま
り
ま

す
。

こ

の
機
会
を
逃
さ
ず
に
受

診
し

ま

し

ょ
う
。

基
本
健
康
診
査
と
同
時
に
、
婦

人
の
健

康
診
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
間
接

撮
影

も
行
い

ま
す
。

（
対
象
と
な
る
人

）

マ
基
本
健

康
診
査

＝
・
四

十
歳
～
五

十
九
歳
の
人

（
六
十

歳
以
上
の

人
は
、
医
療
機

関
で

受
診
し
て

下

さ
い
）

マ
婦
人
の
健
康
診
査
三

干

五

歳

上

干

九
歳
の
女
性

▽
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

＝
十

五

歳
以
上
の
人

（
診
査
項
目

マ
基

本
健
康
診
査
・
・・
問
診
・
身
体

’

計
測

・
血
圧
測
定
・
検
尿
・
血

液
検
査

（
貧
血
検
査
・
肝
機
能

検
査

・
総

コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
・

Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル

）

※
医
師
が
必
要
と
認
め
た
人
に
は
、

さ
ら
に
心
電
図
一
血
糖
検
査

を

行
い

ま
す
。

マ
婦
人
の
健
康
診
査
Ｅ
基
本
健
康

診
査
の
う
ち
、
肝

機
能

検
査
、

心
電
図
、
血
糖
検
査
を
除
い
た

項
目

マ
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
・・
・
必
要

な
人
に
は
、
さ
ら
に
痰
の
細
胞

診
を
行
い
ま
す

。

マ
費
用
・
＝
無
料

（
た
だ
し
痰
の

検

査
は
四
百
円
）

マ
申
込
み
・
・・
当
日
会
場
で

※
対
象

と
な
る
人

賊

健
診
の
通
知

が
な
く
て

も
受
診
で
き
水
子

。

マ
詳
細
・・
・
健
康
管
理
課
業
務
係

血圧は健康をはかるバロメーター

生涯学習大学
申し込みは5月15日（日）まで

期日 午　　　前 午　　　後

5/25 開　講　式

６／ ８ ｢くらしと税｣

｢くらしと政治｣

法政大学講師・中西　啓之氏 ｢北総の歴史｣

元専修大学教授
松本　新八郎氏

22

７／ ６
｢動物に学ぶ｣

東京大学教授・高橋迪雄氏
20

9/7 ｢ 戦後疑獄史｣

歴史研究家

山田　敬男氏

｢下町の文学｣

評論家・加太こうじ氏21

10/ 5 ｢ 人生について考える｣

麗澤大学講師

鈴木　康之氏 ｢音楽のひろば｣

音楽家･渡辺　一利氏

１９

11/  2 ｢ 高齢者と健康｣

都医療技術短大講師
長田　久雄氏１６

30 ｢医の倫理｣

医学博士･村上　國男氏

｢外国から見た日本｣

留学生12/14

熱心な受講生の皆さん

C〉日時…５月～平成２年 ３月の

隔週木曜日、午前10 時～午後

３時( １ 月以降の内容は後日

発表します)

l〉会揚…市民劇場

l〉対象…60 歳以上の市民

E〉費用…無料

C〉定員…200 人

C〉申込み…５月15 日(月)必 着で、

往復ハガ キに住所・氏名・生

年 月日・電話番号を記入して、

〒271 松 戸市根本387-5　 教

育委員会社会教育課へ

E〉詳細…社会教育課成人教育係

期日 会 場 受 付 時 間

5/ 9(火) 松飛台市民センター

午後qE 持30分～３時10(水) 金ヶ 作 自 治 会 館

12宙 千 駄 堀 集 会 所

16(火)

常盤平市民センター

午前９時30分～11時

午後１時30分～３時

17(水)

午前９時30分～11時

午後１時30分～３時

19田

22(月) 八柱市民センター

23(火)
五 香市民センタ ー

24(水)

26刪
六実市民センター別館

午前９時30分～11時

午後ｑ時30分～３時30(火)

31(水)

古ヶ崎市民センター6/2 固 午前９時30分～11時

午後qE 殕30分～３時6(火)

二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ
7(水)

瑞 東部スポーツパーク

午前９時30分～11時

午後１時30分～３時

13(火) 明 市 民 セ ン タ ー

午前９時30分～11時

午後qE 持30分～３時

14(水) 東部市民センター

※上記以 外の地区は秋に実施する予定です。

食 生 活 講 座斎場の式場控室

夜間の使用ができます

赤十字社員(会員)に

加入しましょう

期
日

内　　 容
定
員
八諞 扇講　　 義 調理実習

5/16
(火)

健康と食 生活

についてノ
25

人

婦

人

会

館

材

料
費

七
百
円

23
(火)

あなた の食事量

は 大丈夫？
主婦の一食分

31
(水)

塩分1 日10g

知つてい ますか

素材を上手に

生かし て

6/6
(火)

楽しい 食事作り

心がけていますか

手作り スピ ード

料 理

斎 場 の 式 場 控 室 が 、 夜 間 も 使

用 で き る よ う に な り ま し た 。

式 場 で 通 夜 を 行 い 、 翌 日 告 別

式 を 行 う 人 は 、 式 場 控 室 の 夜 間

利 用 が で き ま す の で ご 利 用 下 さ

り1.

1〉詳 細 … 保 健 衛 生 課 庶 務 係

●一一一-- 一一-- 一一-- 一一一一- 一一一-- 一

社 員 に 加 入 下 さ る よ う お 願 い し

ま す 。

l〉詳 細 … 日 本 赤 十 字 社 千 葉 県 支

部 松 戸 市 地 区( 市 援 護 課 内)

日本赤十字社は√愛の手を世

界に広げる赤十字｣ を スローガ

ンに、赤十字社員( 会員) 増 強・

社資募集運動を５月１日から６

月30 日 まで全国一 斉に行いま亢

昨年 、松戸市での実績額は、

29,716,890 円 で 、災害救護や献

血、医療活動など健康 としあわ

せ を守るために使われました。

運動期間中に町会役員・赤十

字奉仕団員がお伺いしますので、

運動の趣旨をご理解いただき、 C〉詳細･‥健康管理課松戸方面保健室

簿記検定 試験

C〉期日 …６月11 日( 日)

t〉会 場…専修大学松戸高校・市

立第一中学校

l〉費用…1 級3,500 円 、２級2,000

円 、３級1,500 円 、４級1,100 円

※ １級は写真(  5 cm X 4 cm) が

必 要ですo

E〉申込み …５月８日(月)～16日(火)

の午前9 時 ～午後4 時30 分( 土

曜日は正午まで) に、 松戸商工

会議所(H64-3111 番) へ

母子・寡婦家庭対象

和裁講習会

５月は

特別土地保有税(保有分)の

申告納付月です

保 健 婦 募 集

l 〉 対 象 ・ 募 集 人 員 … 昭 和37 年 ４

月 ２ 日 以 降 に 生 ま れ た 資 格 を

持 っ て い る 人 ・ 若 千 名

t〉 申 込 み … ５ 月 ８ 日( 月) ～12 日

( 金) の 間 に 必 要 書 類 の 交 付 を

受 け て 人 事 課 人 事 係 へ

㎜- ㎜皿- 皿㎜皿㎜㎜皿㎜㎜㎜㎜㎜㎜---l-- ㎜皿皿㎜㎜㎜㎜-㎜- ㎜--- ㎜- 皿-

ａ 対 象
… 女

性 の 自 立 や 性 差 別 問

題 に 関 心 を も ち

、

引 き 続 き 参

加 で き る 女 性( 保 育 あ り)

D・ 定 員 … 各 コ ー ス と も 先 着10 人

に・ 申 込 み … ５ 月 ８ 日( 月) か ら 電 話

で 社 会 教 育 課 青 少 年 婦 人 係 へ

講座を企画してみませんか
(女性の講座)

婦人大学「くらしと法律」

明るい笑顔 明るい社会

E〉日 時… ５月21 日～７月丿日の

毎週日曜日、午前９時～午後

４時

【〉会場…総合福祉会館内母子福

祉センター

C〉費用…無料( 材 料費は実費)

I》内容…女性物浴衣またはウー

ル着物

E〉持ち物…裁縫道具一式・筆記

具

1〉申込み…５月15 日(月) までに、

電話で福祉事務所福祉係へ

l〉対象…①昭和64年１月１日現在、

市内に一定の要件で5,000 m'以上

の土地を保有している個人および

法人②昭和57年４月１日～62年１

月１日の間に、市街化区域内に500

m'I以上5,000 ぽ未満の一団の土地

を取得して、昭和64年１月１日現

在保有し、住宅などに有効利用さ

れていない個人および法人

l〉納付期限…平成元年５月31日(水)

D〉詳細…税制課諸税係

E〉日 時…① ５月16 日～６月27 日

の毎週火曜日、午前10 時 ～正

午② ５月17 日～７月５日の毎

週水曜日、午前10 時 ～正午③

５月18 日～６月29 日の毎週木

曜日、午後６時30 分 ～８時30

分

E〉会場…①・③婦人会館、②新

松戸市民センター

ト 内容…性差別など人権問題を

テーマにした講座の企画 一準

備

期日 内　 容 講　 師 時間

5/1瑞 オリエンテーション /

ぷ
諮

幸

26廊 家族関係
(婚約･結婚･夫婦･離婚

親子･扶養･相続･遺言)

弁護士・笠原郁子氏

6/2 廊

瑞 事故と損害賠償(交通事故･失火事故)
弁護士・水口昭和氏

16愬 労働関係

(
労働災害と実例・
家内労働･家事労働)

弁護士・笠原郁子氏

23圀

3啼 事故と損害賠償(商品･食品等)
弁護士・水口昭和氏

7/ 7愬 教育関係

(昨今の教育制慶の動き
・松戸の生涯学習)

大正大学教授
湯上二郎氏

14圀

21愬 消費者の生活

(法律の内容と私達の
生活とのかかわり)

弁護士・水口昭 和氏

2喧

l〉会 揚…婦人会館４階ホー

ル

l〉対象…市内在住・在勤者

E〉定員…75 人( ２歳以上の

保育あり〔12 人〕)

c〉申込み…５月12 日( 金)

〔消印有効〕までに、ハガ

キに住所・氏名・年 齢・

電話番号・保育を希望す

る人は子どもの氏名と年

齢を記入して. 〒271 松

戸 市本町14 －10松 戸 市婦

人会館(B64-8778 番)へ

市

政
協
力
委
員
の

委
嘱
式
が
四

月
二

十

日
（
木
）
に
市
民

劇
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

市

政
協
力
委
員
の

活
動
は
、
世

論
の

取

り
次

ぎ
、
市
行
政
の

市
民
へ

の
お
知

ら
せ

業

務
、
市
政
懇
談

会
へ

の

出
席
な

ど
、
市

民
生

活
の

向
上
と
市

政
の
発

展
に

大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す

。

委
嘱
に
あ
た
っ

て
は
、

各
町

会
・
自

治

会
の

推
薦
を
受

け
て
お
り
、

今
後
二
年
間

の

活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す

。

市
長
は

、
市

政
協
力

委
員
と
し

て
永
年
に
わ
た

り
地
域

発
展
に

功

積
の
あ

っ
た
人

（
委
員

を
三

年
以

上
務
め
て

退

任
し
た
人

、
五
年
以

上
委
員

夕
務
め
て

今
回
対
象
に
な

っ
た
人

）
に
、
委
嘱
式
の
席
上
、

感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。

市
政
協
力
委
員
氏
名

（
五
年
以
上
委
員
を
務
め
感
謝
状
を
受
け
た
人
９
太
字
）

〔
本
庁
地
区

〕

ｙ

平
潟

＝
山

田

武
次
Ｖ
納
屋
川
岸

亠
青
敬
子
Ｖ
本
町
＝
大
久
保
彦

次
郎

・
稲

葉
八

朗
▼
一
丁

目
向
山

下
・
腹
田
光
治
ｙ
二
丁
目
＝
・
原

田
實

・
横
尾
正

吉
▼
三
丁

目
西
＝
・

委
員
を
三
年
以
上
務
め

退
任
し
た
人

◆
本
町
＝
藤
倉
哲
◆
陣
ヶ
前
・
・
矢

崎

己

則

◆

小

山

＝
向

大

岩

進

㈲
宮

代
み
つ
子
◆
上
本
郷
・
由
渡
辺
義

春

◆

稔

台
・
畄

飯

箸

彦

次

閇

武
田

照

雄

㈲

飯

島

佳

晃

◆

胡

録

台

＝
自

酒

井

英

二

◆

小

根

本
・
山

田

辰

治

◆

根

本
・・
巾

田

中

四

郎

右

衛
門

◆

古

ヶ

崎

本

田

＝
面

小

島

金

次

◆

野

菊

野

団

地
・
＝
新

井

修

◆

上

矢

切
・・・

㈹

町

山

富

雄

◆

下

矢

切
・・
・
剛

安

川

金

蔵

㈹
深

山

菫

◆

中

松

町
・
・・
笠

原

正
雄
◆
紙
敷
向
新
橋
・
・
湯
浅
元
禎

◆
秋
山
団
地
吉
武
恒
喜
◆
河
原

塚
・
巾
嵩
橋
秀
夫
◆
梨
香
台
団
地

＝
・
谷

原

重

孝

◆

新

作
・・
面

斉

藤

正

江

◆

中

和

倉

＝
面

中

野

秋

雄

◆

馬

橋
坂
・
・
安
蒜
八
十
五
郎
◆
常
盤
平

七

丁

目
・
・・
中

村

実

春

◆

牧

の
原

団

地

一

街

区
・
・・
佐

藤

圭

子

◆
牧

の

原

東

＝
・
宇

野

領

一

◆

松

飛

台
・・
・
飯

塚

平

八

郎

◆

常

盤

平

駅

前

市

街

区

＝
・

宮

本

み

つ

江

◆

大

谷

口

＝
・
加

藤

慧

◆
平
賀
上
高
橋
時
男
◆
小
金
原
八

丁

目
・
：
田

中

鐵

蔵

市長から委嘱状を受ける市政協力委員の皆さん

山

羽
生
辰
正

ぼ
松
浦
義
二
倒
中
村

正
一
ｙ
三
丁
目
東
ふ
浮
ヶ
谷
俊

雄
ぼ
金
子
正

一
郎
倒
西
川
泰

久
㈲

福
原
和
枝
Ｖ
松
戸
山
下
＝
・
鈴
木
利

之
・
大
山
義
高
ｙ

陣
ヶ
前
・
＝
内
藤

康
二
・
松
戸
弘
・
川
井
定
夫
ｙ

宮

前
町
・
・
小
岡
田
晴
一
郎
間
廣
瀬
芳

男
③
西
川
光

一
Ｖ
角
町
・
＝
渋
木
元

吉

・
大
塚
晃
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パ
ス

ト

ラ

ル

参

番

街
・
＝
塚
田

広

▼

サ

ン

ラ

イ

ト

パ
ス

ト
ラ

ル

六

番

街
・
・・
小

杉

寛

和

▼
サ

ン

ラ

イ

ト

パ
ス

ト

ラ

ル

七

番

伊

山

田

実
ｙ

サ
ン

ラ

イ

ト

パ

ス

ト
ラ
ル
八
地
番
街
・
・
幡
野
建
太
郎
Ｖ

新
松
戸
ハ
イ
ツ
＝
・
千
葉
正
也
ｙ
ア

ゼ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
’
・
未
定
▼

新

松

戸

＝
大

井

弘

好

Ｖ

新

松

戸

パ

ー
ク
ハ
ウ
ス
３
１
１
・
・
・
賀
来
宏
和

▼

新

松

戸

東

…

花

島

周

吉（
敬

称

略

）

▽
詳

細
・
＝
地

域

振

興

課

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
チ
ャ

ン
ス
基
本
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

地域と行政を結ぶパイプ役

永年協力委員に
感謝状

市政協力委員を委嘱

基本健康診査日程
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松
戸
市
に
納
め
る
市
民
税
は

ほ
ん
と
う
に
高
い
の
？

松戸市に転入した人の中には、

「松戸市の市民税はどうして高

いのだろう」と感じる人もいる

かと思います。

今回は、転入した人が、市民

税が高いと感じる訳を説明しま

しよう。

歯
を
大
切
に

結
論
か
ら

言
い
ま
す
と
、
市
民

税
の

所
得
割
額
は
、
日
本
全
国
ど

こ
に

行
っ
て

も
同
じ
で

す
。
そ
れ

は
、
ど
こ
の

市
町
村
で

も
標
準
税

率
で

課
税
し
て

い
る
か
ら
で
す
。

で
は
、
ど
う
し
て
高
ぐ
感
じ
る

の
で
し

よ
ラ

か
。

市
民
税
が
高
い
と
感
じ
る
人
は
、

松
戸
市
に

転
入
し
て
き

た
人
に
多

い

と
思
わ
れ
ま
す
。

転
入
し
て

き

た
人
は
、
そ
の
年

の
一
月
一
日
に
住
ん
で
い
た

市
町

村
へ
、
市
民
税
を
納

税
す
る
こ
と

に
な
り
康

司

松
戸
市
で
は
翌
年
度
か
ら

課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

そ
し
て

、
前
年
度
の

税
額
と
松

戸
市
で
課
税

さ
れ
た

税
額
を
比
較

す
る
と
、
「
松
戸
市
の
税
金
は
ど

う
し
て
高
い
の
だ
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す

。

一
般
的
に
給
与
所
得

者
は

、
年

年
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
よ
り
給
料
が

増
え
て

い
奎

求
す
。
当
然
収
入
が

増
え
た
分
だ
け
、
税
額
に
反
映
す

る
か
ら
で
す
。

再
確
認
し
た
い

よ
く
噛
む
こ
と
の
大
切
さ

私
も
子
供
の
頃
「
よ
く
噛
ん

で

食

べ
な
さ
い
。
」
、
「
よ
く

噛
ま
な
い

と
体
に
悪
い
よ
。
」

と
母
か
ら
い
つ

も
言
わ
れ
て

育

ち
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が

聞
き
慣

れ
た
言
葉
だ
と
思
い
ま

す
。噛

む
こ
と
で
食
べ
物
を
く
だ

だ
え
き
　
た
く
さ
ん

き
、
唾
液
が
沢
山
流
れ
出
て

飲

み
こ
み
や
す
く
な
り
、
消
化
を

助
け
康

す
。
繊
維
性
の

食
品
を

噛
め
ば
、
歯
の

汚
れ
を
と
り
の

ぞ
き
、
幼
児
の
顔

や
ア
ゴ
の
成

長
を
助

け
、
発
育
に
も
か
か
わ

っ
て
来
ま
す
。

噛

め

な

い

子

供

が

ふ

え

て

い

ま

す

よく噛んで食べてます

現
在
は
、
軟
食
の
時
代
と
言

わ
れ
て
い

ま
す
。
噛
ま
な
い

子

供
、
噛
め

な
い

子
供
が
問
題
に

な
っ
て

来
て
い

ま
す
。

一
方
で
、
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
よ
く
噛
む
こ
と
は
肥
満
を

防
ぎ
、
成
人
病
か
体
を
守
り

康

歹
。
唾
液
の

中
に
は

、
体
を

丈
夫
に

す
る
大
切
な
酵
素
が
含

ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
し

て

、
今
後
自
分
の

歯
で

食
べ
る

楽
し
み
は
、
ま
す
ま
す
大
き
な

生
き
が
い
の
一
つ
に
な
っ
て
来

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

昔
か
ら
聞
き
慣
れ
た
言
葉
が

新
し
い
意
味
夕
持
っ
て
、
再
確

認
さ
れ
て

来
ま
し

た
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

市民税所得割税額の計算

元 年 度 63 年 度 比 較

①前年中の給与収入 5,775,000円 5,500,000円 275,000円

②　ﾉﾉ　　 給与 所得 4,122,600円 3,905,000円＼

＼

③社会保険料（給与のフ％）

④配偶者控除

○扶養控除（28万円×２人）

⑥基礎控除

404,250円

280,000円

560,000円

280,000円

385,000円

280,000円

560,000円

280,000円

⑦控除額合計(③十④十⑤十⑥) 1,524,250円 1,505,000円

⑧課税所得金額（②－⑦） 2,598,000円 2,400,000円

⑨税率 85^-60,000円 7%-38,000円

⑩税額（⑧×⑨の計算式） 147,800円 130,000円 17,800円

逆
に

、
松
戸
市
に

住
ん
で
い
た

人

が
、
転
勤
な
ど
の

た
め
他
市
へ

転
出
し
た
と
し

ま
す
。

す

る
と

、
「
松
戸

市
の
税
金
は

安
か

っ
た
の
に

、
こ

ち
ら
の
税
金

は
ど
う
し
て
高
い
の
だ
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す

。
理

由
は
前
述

し
た
と
お
り
で

す
。

そ
れ
で
は

、
実
際
に

計
算
し
て

み
ま
し
ょ
う

（
別
表
参
照
）
。
こ

の
例
で
は

、
六
十
三

年
度
の
給
与

収
入
を
五
百
五

十
万
円
と

し
、
平

成
元
年
度
に
五
％
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
が
あ
っ
た
と
仮

定
し
て

計
算
し

※ 課税所得金 額は1,000 円未満切り 捨て、税額は100 円 未満切り 捨て

て
い
ま

す
。
こ
の
場
合

、
一
万
七

千
八
百
円

、
元
年
度
の
方
の

税
額

が
高
く
な
り
ま
し
た
。

住
民

税
な
ど
の
こ
と
で

、
分
か

ら
な
い

点
が
あ
り
ま
し
た
ら

、
お

気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い

。

マ
詳
細
・・
・
市
民
税
課

こ
う
の
台
の
合
戦

相
模
台
の
合
戦
か
ら
二

十
五
年
た
っ
た
永

禄
七
年

（
一
五
六
四

年
）
正
月

、
こ
ん
ど
は
矢

切
の

台
地
か
ら
栗
山

、
国
府
台
へ
か

け
て

の

場
所
で

、
小
田
原
の

北
条
氏

康
、
氏

政
の
軍

と
、
安
房
の
里
見
義
弘
（
義

堯

の

子
）
と
の

間
で

激
し
い
合
戦

が
行
わ

れ
ま
し

た
。

こ
の
頃
の
里
見
氏
は

、
越
後
（
新
潟

県
）
に

あ
っ
た
関
東
管
領
上

杉
謙
信
と

密
接
な
関
係

を
持
っ
て
、
反
北
条
勢
力
の
拠
点
と
も
な
っ

て

お
り
、
前
年
（
永
禄
六
年
）
に
は
氏

康
と
武

田
信
玄
に
よ
っ
て
武
蔵
松
山
城
を
追
わ
れ
て

い
た
太
田
資
正
（
美
濃
守
三
楽
斎
）
を
か
く

ま
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の

資
正

が
一
族
の
太

田
新
六
郎
（
道
灌
の
孫
）
と
謀
っ
て
上
杉
謙

信
を
動
か
し
、
北
条
氏
を
討
と
う
と
し
た
こ

と
か
ら
、
同
じ
立
場
に
あ
っ
た
里
見
義
弘
が

兵
を
動
か
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

合
戦
の
模
様
を
諸
軍
記
に
み
ま
す
と
、
房

州
の
里
見
方
は
正
月
七
日
午
後
六
時
頃
千
葉

市

検
見
川
辺
り
に
着
い
た
と
あ
り

ま
す
。

一
方
小
田

原
北
条
方
の
先
陣
は

、
七
日

午

前
十
時
頃
葛
西
芝
又
に
着
い
た
と
あ
り
ま
す

小
金
城
の
高
城
た
わ
た
つ
軍
は
北
条
市
側
と
し

て
、
下
矢
切
大
堀
外
三
矢
小
台
側
）
に
布
陣

し
て
い

ま
し

た
。
大
堀
と
い
う
の
は

、
松
戸

市
川

県
道
と

、
そ
の
西
側
を
南
北
に
平

行
し

て
走
る
旧
県
道
に
挾
ま
れ
た
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
堀
の
こ
と
で

す
。

合

戦
は

翌
八

匯
午
前
八
時
頃
、
北
条
方
の

江
戸

城
代

遠
山

丹
波
守
直
景
ら
第

一
軍

が
矢

切
の
渡
し
の
か
ら
め
き
の
瀬
を
渡
り
、
里
見

方
が
兵
を
引
き
上

げ
た
か
に
見
え
た
大
坂
を

中

心
と
し
て
始

ま
り
ま
し
た
。
里
見
方
は
豪

勇
無
双
を
も

っ
て
聞

こ
え
た
正
木
大
膳
の
軍

で

、
た
ち
ま
ち

北
条
方
は
敗
退
し

、
遠

山
丹

波
守
は
討
ち
死
に
し

ま
し

た
。

本
土
寺
の
大
過

去
帳
八
日
の

項
に
は
、
こ

の
時
の
様
子
を

「
コ

ウ
ノ
台

ニ
テ
上
下

諸
人

遠
山
殿
江
戸
城
主
其
外
千
余
人
癸

亥
正
月
と
記
し
て
い
ま
す
。
癸
亥
と
い
う

の
は
前
の
年
の
永
禄
六
年
の
干

支
で

す
。

年

が
替
わ
っ
た

ば
か
り
な
の
で
、
書
き

違
え
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

（
し
か

し
、
永
禄
六

年

説
も
あ
り
ま
す
）
。

緒
戦
に
大
勝
し
て
気
を
良
く
し

た
里
見
方

は
、
夕
刻
か
ら
降
り
だ
し
た
小
雨
と
疲
れ
か

ら
次
の
合
戦
は
翌
日
だ
と
考
え
、
鎧
を
脱
ぎ

馬
に
飼
葉
を
与
え
油
断
を

ず
る
そ
の
隙
に
、

氏
政
の
軍
は
義
弘
方
を
包
囲
し
夜

襲
を
か
け

ま
し
た
。
里
見
方
は
こ
の
戦
い
で
徹

底
的
に

打
ち
の
め

さ
れ
、
義
弘
、
太
田
美
濃
守
は
危

う
い

と
こ
ろ
を
落
ち
の
び
ま
し
た
。

小
金
城
の
高
城
胤
辰
は
こ
の

合
戦
の
功
労

に

よ
っ
て

、
二
合
半
領
（
埼
玉

県
三
郷
市
）
、

葛
西
亀
井
戸
、
牛
島
か
ら

行
徳
、
船
橋
に
及

ぶ
所
領
を
与
え
ら
れ
、
従
五
位
下
下
野
守
に

任
ぜ
ら

れ
ま
す
。

（
参
考
資
料
・
松
下

邦
夫

著
「
松
戸
の
歴

史
案
内
し

成田参詣記挿し絵のこうの台合戦図(部分)

松戸の光をめざしてマイスク

ール

第
二
中
学
校

▽
所
在

地
ご
・
小
山

六
八
五
｛
1
6
3－

7
2
0
5

番
・
田
村
昌
茂
校
長

▽
先
徒

数
：
九

三
三
人

ネパールの中学生との交流会

新
し
い
文
化
を
拓
く
　
二
中

の
わ
れ
ら
　
松
戸
の
光
こ
れ
は

私
た

ち
の
校
歌
の

一
部
で

す
。

こ

れ
を
実
現
し
よ

う
と

、
校
内

の
活

動
は
も
ち
ろ
ん
、
校

外
・
世

界
に

も
目
を
向
け
て
、
全

校
生
徒

が
青

少
年
赤
十
字
に
加

盟
し

て
活

動
し
て

い
ま
す
。

病

院
や
老
人
ホ
ー
ム
に
励

ま
し

の
手

作
り
の
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド

を
贈
っ

た
り
、
ネ
パ

ー
ル
の
井

戸

作
り
の

た
め
の

一
円
玉

募
金
を
行

っ

た
り
し
て
、
全
校
生
徒

が
人

々

の
役
に

立
つ
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
ネ
パ

ー
ル

か
ら

の
中

学
生
を
受
け
入

れ
、
交

流
と

理
解

も
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
歌
声
集
会
や
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル

も
活
発
に
行
っ
て

、
歌
の

響
く
学

校
に
し
て
、「
松
戸
の

光
」

を
め

ざ
し

て
い
ま
す
。

（
三
年
　

鈴
木
淳

子
）

便利な豆知識

ま
つ
ど
の
歴
史
2
4

市
政
を
支
え
る
住
民
税
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美しいハーモニーです

サ
ー
ク
ル
コ
ー
ル
・
メ
イ

コ
ー
ル
・
メ
イ
は
、
音
楽
好

き
の
人

た
ち

が
集
ま

っ
て

昭
和

五
十
三
年
の
五
月
に

結
成
さ
れ
、

昨
年
、
十
周
年
を
迎
え
た

女
性

合
唱
団
べ
にす

。

コ
ー
ル
と
は
コ

ー
ラ
ス
の

意

味
で

、
五
月

（
メ
イ
）
に

結
成

さ
れ
た
の
で
、
コ

ー
ル

ー
メ
イ

と
名
付
け
た
そ
う
で

す
。

現
在
、
会
員
は
三
十
二
人

。

毎
週
金
曜
日

（
月
四

回
）

、
青

少
年
会
館
の
音
楽
室
で
活

動
し

て

い
ま
す
。

コ
ー
ル
・
メ
イ
の
皆
さ
ん
は
、

ポ
ピ
ュ
ラ

ー
な
曲
か
ら

ク
ラ

シ

ッ
ク
の
大
曲
ま
で
幅
広
い
レ
パ

ー
ト
リ
ー
を
こ
な
し
ま
す
。

会
員
同
士
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

大
切
に

し
、
和
気
あ
い
あ
い

と

楽
し
み
な
が
ら

、
技
術
の

向
上

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

マ
連
絡
先
≫ 
･大

沢
・
1
6
7
－

１
７

９
８

番

松 戸 少 年 ラ グ ビ ー ス ク ー ル

1〉日 時 … 毎 週 日 曜 日 ， 午 前 ９時 ～

正 午

|≫場 所 … 松 戸 自 衛 隊 グ ラ ウ ン ド

|≫対 象 … 小 学 生

|≫費 用 … 月1,000 円( 入 会 金1,000 円)

|≫詳 細 … 田 口S42-1884 番

松 戸 市 民 合 唱 団

|》日 時 … 毎 週 木 曜 日， 午 後 ６ 時30

分 ～ ９ 時

【〉会 場 … 市 民 会 館 音 楽 室

|≫費 用 … 月2,500 円( 入 会 金1,000 円)

I≫詳 細 … 朝 倉043 ―0573 番

松 踏 会( 社 交 ダ ン ス)

l〉日 時 … 毎 週 火 曜 日 ， 午 後 ５ 時 ～

９ 時

I》会 場 … 市 民 会 館( 偶 数 日) ・ 婦 人

会 館( 奇 数 日)

E〉費 用… 月2,0(X)円( 入会 金1,0〔X〕円)

E〉詳 細 … 小 室063-3524 番

ま ぱ し 東 ダ ン ス 同 好 会

【〉日 時 … 毎 週 日 曜 日 ① 初 級 ・ 午 後

６ 時30 分 か ら ② 中 級 ・ 午 後 ７ 時

45 分 か ら

|》会 場 … 馬 橋 東 市 民 セ ン タ ー

t〉費 用 … 月2,0(X)円( 入会 金1,0(X)円)

C〉詳 細 … 岡 地 酋41 －2969 番( 夜 間)

瑞 季( 女 声 合 唱 団)

C〉日 時 … 毎 週 水 曜 日 ， 午 前10 時 ～

午 後 Ｏ時30 分

I》会 場 … 五 香 市 民 セ ン タ ー

i》費 用 … 月2,000 円( 入 会 金 な し)

E〉詳 細 … 今 中≪88 ―5120 番

六 高 台 籐 サ ー ク ル

i〉日 時 … 毎 月 第 １ ・ 第 ３ 金 曜 日 ，

午 前10 時 か ら

に〉会 場 … 六 実 市 民 セ ン タ ー

l〉費 用 … 月1,500 円( 入 会 金500 円)

l〉詳 細 … 本 間087-5713 番

松戸ユーカリジュニアテニス

スポーツ少年団

1〉日 時…毎週土曜日午後１時から

【〉会場…栗ヶ沢公園庭球場

t〉定員…小学校４・ ５・ ６年生の

男女、各30 人

l〉費用…月1,500円( 入会金1,000円)

l＞申 込み… ５月６日・13 日の各土

曜日、午後１時か ら栗ヶ沢公園

庭球場で

【〉詳細… 内田S43-3551 番

松戸太極拳同好会

1〉日時…①毎週水曜日、午後７時

～９時②毎週土曜日、午前10 時

～正午

1〉会場…①運動公園体育館小体育

室②常盤平体育館小体育室

l〉費用…月3,000円( 入会金2,0001剛

C〉詳細…高科酋62 －6080 番

書 道サークル

E〉日 時…毎月第１・第３金曜日、

午後１時～４時

l〉会場…常盤平市民センター

l〉費用…月2,500 円( 入会金な凵

1〉詳細…平岡酋88-7602 番

奥様いけ花教室

1〉日時…毎週木曜日、①午前10 時

～正午②正午～午後２時

1〉会場…市民会館

1〉費用…月1,500 円( 入会金なし・

花代別)

1〉詳細…須藤酋62 －1990 番

茶道若葉会( 表千家)

1〉日 時…毎週水曜日、午後１時～

４時

1〉会場…馬橋市民センター

1〉費用…月3,500 円( 入会金なし)

t〉詳細…風間≪43 ―1941 番

火曜サロン( 自分史を書く)

l〉日 時…毎月第２・第４火曜日、

午後１時～４時

1〉会場…婦人会館または勤労会館

1〉費用…月1,000 円( 入会金なし)

1〉詳細…増田酋･87-2483 番(夜 間)

先
生
か
ら
野
草
の
説
明
を
聞
く
参
加
者
の
皆
さ
ん

市民会館
市民劇場

平成元年５月５日

市　民　会　館 市　民　劇　場

期　日 内　　　　 容 開演時間 期　日 内　　　　 容 開演 時間

5/5C 祝)
第１回 青少年と　　　 ☆

松戸シティフィ ルの共演
14 : 00 5/50 祝)ピアノ発表会 14 : 00

６出 う たの会( カンツォ ーネ) 16 : 30
６山
劇団こぐ ま座ぬいぐるみ劇

｢ブレ ーメンの音楽隊｣ ☆
14 : 00

７日 舞踊発表会 10 : 00
７日 第26回松戸市民謡連盟大会 9:30

12刪 市民とのふれあいコンサート 17 : 30

13は二）
第９回 松戸 市民 吹 奏楽団

定 期演奏会 ☆
18:30

13山 ピ アノ発表 会 15 : 00

忸日）新松戸ｺｰﾙﾏﾐｰｺﾝｻｰﾄ ☆ 14 : 00
14(日) ピ アノ発表 会 11 : 00

16(火)家庭教育学級合同開級式記念講演会10 : 00
1700 歌謡発表会 10 : 30

17C水）
東京音 協

ﾊｲﾌｧｲｾｯﾄｺﾝｻｰﾄ ☆
18 : 30 2(X土) 吉敷ｷﾞﾀｰ 教室発表演奏会 15 : 00

1肺 民音 木村友衛ショ ー ☆
14 : 00

18 : 30

21(日)ピアノ･エレクトーン発表会 12 : 00

27出．ピ アノコン サート　　 ☆ 18 : 30

27(二1二)第3 回ｽﾀ ｼﾞｵ9 ﾀﾞﾝｽ 発表会 17:00 28(日)
無料映画 会

講演会

10

17

30

40

2a日）第10回松戸民謡協会民謡民舞大会 13 : 00
3悁く）
松戸子ども 劇場地域公演

｢おはなしどんどん｣(かがし座)
18 : 00

6/300
県民の日東 葛飾地域行事

｢ファミリ ーコンサ ート｣
１５ ： ００

6/1 附 健康問題 講演会 13 : 00

４(日) バレエ･ﾓ ﾀﾞﾝ ﾀﾞﾝｽ 発表会 15: 00
３出 ピ アノ発表 会 14 : 00

４(日) ピ アノ発表 会 14 : 00

※市民会館・市民劇場とも、休館日は月曜日です。

☆印のついている催し物は有料です。

【〉詳細…市民会館068-1237 ～8番､市民劇場068-0070 番

ハイこちら内線600番
まちの話題をお知らせ下さい。

自然とのふれ合いを楽しんだ

江戸川ハイキング

恒例となった「江戸川ハイキング」(江戸川を守る会松戸支部主催) が、４月23日

(日)に行われました。

坂川土地改良区事務所前から里見公園までの江戸川提(6.7km) を歩く予定が、途中

から降り出した雨で、コースを新葛飾橋までに短縮。

それでも、あいにくの天気にもかかわらず参加した皆さんは、野草を観察したり、

タンポポなどを摘んだりして、自然とのふれ合いを楽しんでいました。

今
回
、
子
供
と
二
人
で
初
め
て
江
戸

川
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。

日
ご
ろ
、
何
気
な
く
見
て
い
た
野
草

の
名
前
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
に
も
、
ピ
ン
ク
が
か

つ
た
種
類
が
あ
る
と
い
う
、
先
生
の
お

話
な
ど
を
聞
い
て
、
た
い
へ
ん
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

今
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気
で
、
残

念
で
し
た
・
＝
。

大
金
平
久

米

礼

子

心

ル

紀
子
ち
ゃ
ん

（
四

歳

）

サークル
会員募集

催し物
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松戸史談会

増尾城址付近文化財･史跡探訪

C〉日 時… ５月14 日( 日) 〔雨天の

場合は21 日( 日)〕､午前10 時 に

東武線増尾駅東口集合

C〉コース…少林寺( 増尾城主の

墓) 一 万福寺( 文 化財・木造

阿弥陀如来坐像) 一広幡八幡

宮一宮根遺跡( 史跡指定) 一 増

尾城址( 公園)一 法林寺の大イ

チョウ( 天然記念物) 一 藪崎家

長屋門一新柏駅

※約7km ・徒 歩約 ５時間30 分 、

弁当持参

【〉費用…資料代300 円

l〉詳細…神尾容41 一2458 番( 午

後のみ)

松戸 市民吹奏 楽団

定 期演奏会

l〉日時… ５月13 日(土) 午 後６時

30分 開演

1〉会場…市民会館 ホール

【〉費用… 入場料200 円

【〉曲目…ショスタコービッチ｢ 交

響曲第５番｣ ほ か

C〉詳細…渡利≫65 ―2922 番

サマーキャンプ

実行委員募集

C〉日 時…第１回実行委員会を５

月22日(月)午 後８時から開催

E〉会場…八柱･ 劇 舎( しばいや)

E〉内容…市内の青年が集まって

開催するサマーキャンプ｡8 月

４日～６日に予定( 長 野県)

E〉申 込み…直接会場または電話

でサークルゆうかり・岩沢昔

84―7095 番( 午後８時以降)へ

観光物産コーナー

展示品の募集

l〉場所…松戸駅東西自由通路

(市民ギャラリーに併設)

l〉開設時期…７月初旬の予定

l〉展示…市内観光サービス事業

・特産品、地場工業の製品

※展示物品、展示期間などは、

別に定める基準によります。

l〉費用…経費の一部負担あり

1〉申込み…５月31日(水)までに

電話で松戸市観光協会(松戸商

工会議所内) S64-3111 番

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

親子体操教室

E〉日 時…５月13 日～７月22 日ま

での各土曜日計10 回、午前10

時 ～正午( ５月20 日 を除く)

E〉会場…運動公園小体育室

D〉対象…市内在住の満３歳( 昭

和60年 ４月２日～昭和60 年 ９

月30 日生 まれ) とその親( ２ 人

１組)

l〉定員…先着30 組

E〉費用…保険料１組950 円

【〉申込み… ５月８日( 月)午 前９

時から社会体育課の窓口で受

け付け

※運動のできる服装で、上履き

用運動靴を用意して下さいO

に〉詳細…社会体育課指導係

新松戸 コール･マミー

コンサート

1〉日 時…５月14 日(日) 午後２時

開演( 開 場午後１時30 分)

E〉会場…市民会館ホール

E〉費用…500 円

l〉曲目…女声のためのシャンソ

ネットＩ( 愛) ほ か

C〉詳細…織田昔45 一〇932番

ビデオ技術講座

E〉日 時…５月14 日 ・21 日の 各日

曜日、午前９時30 分 ～午後３

時30 分

l〉内容…講義と実技

E〉費用…1,000 円

【〉詳細…流山青年 の家fi0471 ―

59 ―2004 番

尾上流(舞踊)無料講習会

E〉日 時…① ５月19 日( 金)午 前10

時 ②24 日(水) 午後１時③６月

２日( 金) 午前10 時 ④13 日( 火)

午前10 時 ⑤28 日(水) 午 後１時

C〉会場･‥／jヽ金 原市民センター

【〉詳細…斉藤044 ―9010 番

バレーボール・グラウ

ンドゴルフ・卓球教室

1〉日 時… ５月７日( 日) バレ ーボ

ールは午後１時～５時( ソフ

トバレーは正午～午後１時)､そ

の惶は午前 ９時～正午

【〉会場…上本郷第二小学校校庭

と体育館

l〉対象…一般市民( バレ ーボー

ルは女性のみ)

l〉申込み…当日会場で( 無 料)

※グラウンドゴルフ以外は上履

き用運動靴持参

l〉詳細…体育指導委員 、渡辺容

62 ―4731 番

グ ラウンドゴルフ教室

l〉日時…5 月７日(日)午前 ９時から

り〉会場…柿 ノ木台小学校校庭

E〉対象…一般男女

E冫費用…無料

D〉申込み…当日会場で

E〉詳細…体育指導委員・渡辺酋

63―8012 番

なぎなた教室

l〉日 時… ５月９日～６月９日の

毎週火・金曜日、午前10 時 ～

正午( 計10 回)

l〉会 場…運動公園武道館

E〉費用…保険料600 円

【〉申込み…電話でなぎなた連盟･

野口登45 －0410 番( ５月９日

当日の受け付け も可) へ

水墨・墨彩画

初心者教室

E〉日 時… ５月21 日～７月23 日の

毎週日曜日、午前10 時 ～正午

(計10 回)

E〉会 場…矢切公民館

【〉費用…3,000 円

【〉講師…石井 白藤氏

に〉定員…先着15 人

E〉申込み…電話で白藤会・小島

Q62 ―5448 番 へ

あじさいサークル

作品発表会

l〉日 時…５月14 日(日) 午前10 時

～午後４時

E〉会場…小金北市民センター

l〉内容.;･児童画・書道・刺しゅ

う・ちぎり絵・粘土人形

r〉詳細･･･貞方音43 ―8080 番

Ｈ Ｒ・ 松戸 話 し方 教室

t〉日時…５月11 日・18日･25 日、

６月１日・８日・15 日・22 日・

29 日の各木曜日、午後６時30

分 ～８時50 分

E〉会場…馬橋市民センター

l〉講師…干葉大学教授・金光達

太郎氏

C〉費用…6,000 円(教材費含む)

C〉申込み…電話でＨＲ・松戸話

し方研究会・田村045 ―8150

番へ

ａ 滲Ｄど(ｏ

庭先で花を楽しむ季節になりました（ニツ木）

謡曲発表会

r〉日 時… ５月14 日( 日)午 前10時

～ 午後６時

E〉会場…国立能楽堂研修舞台(千

駄ヶ谷駅徒歩５分)

c〉費用…無料

E〉詳細…香謡会・溝部087 ―34

62 番

青年海外協力隊

春募集説明会

じ〉日時…５月13 日(土) 午後２時

～４時

E〉会場…勤労会館

E〉対象…国際協力に興味のある人

E〉詳細…国際協力事業団関東支

部003 ―359 ―8281 番

●市役所(66)1111≪常盤平支所(87)2131

●小金支所(41)5101* 小金原支所(44)4151

●六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111# 矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061

スポーツ

家庭婦人卓球大会

E〉日 時… ５月18 日( 木)午 前９時

から

l〉会場…運動公園体育館

E〉対象…市内在住・在勤の家庭

婦人

卜〉内容…ランク別ダブルス戦

E〉費用…１人400 円

E〉申込み…５月11 日(木)午 前10

時か ら運動公園会議室で行う

組み合わせ会議で

l〉詳細…戸田Q45 ―7328 番

ミ ニバスケ ットボ ール教 室

ナイター(野球)

｢たけし軍団｣ 対

｢松戸市選抜最強チーム｣

【〉日時… ５月13 日(土) 午 後６時

30分から( 開 場午後５時30 分)

※雨天中止

C〉会場…運動公園野球場

C〉費用…無料

C〉詳細…ナイターを楽しむ会登

61―6625 番( テレホンサービ

ス)

愛の献血

期日 時間 会　場 主　 催

5/13

山
午前

10時

Ｓ

午後

４時

伊 勢 丹

松戸店 前

松戸 ・松戸

東 ・松戸 西

ロ ータリ ー

クラブ

15

(月) J  R

松 戸 駅

東　　 口

松戸市

20

(土)

〉詳細…健康管理課業務係

C〉日時…５月14 日 ～７月９日の

毎週日曜日( ６月11 日を除く)

計 ８回、午前９時～11 時

l〉会場…常盤平体育館( ５ 月21

日、 ６月４日は常盤平第一小

学校体育館)

E〉対象…小学３年～６年の男女

に〉費用…保険料350 円

に〉定員…男女各先着50 人

に〉申込み…５月８日(月) 午前９

時から社会体育課の窓口で受

け付け

E〉詳細…社会体育課指導係

ユニークダンスパーティー

l〉日 時…５月23 日( 火)午 後１時

から

E＞会場…身体障害者通所施設｢ い

ぶきの広場｣( 五 香六実246-3)

l〉費用…無料( ジ ュース・お菓

子の用意があります)

E〉詳細…社会福祉協議会登68－

0503 番

福 祉バ ザ ー

l〉日時…５月14日(日)午前ｎ時

～午後２時

l〉会場…市民会館料理教室

※品物の提供など、ご協力をお

願いします。

｢わかば園｣、厂いぶきの広場｣

の作品展示即売会も同時開催

l〉詳細…障害者問題研究会松戸

サークル・金田045 ―9380番

どんぐり福祉バザー

1〉日 時… ５月28 日( 日)午 前10 時

～ 午後１時〔雨天時６月４日〕

E〉会場…めしろ公園( 小 金原４

丁目コアラ保育所前)

※不用になった洋服､家 庭用品、

家具などがありましたら、ご

連絡下さい。

C〉詳細…どんぐり共同保育所き

44―7624 番

療育相談

E〉日 時…５月ｎ 日( 木)午 後１時

～１時30 分受け付け

【〉会場…松戸保健所

【〉対象…乳児の股関節脱臼検診

未受診者や 整形外科的な心配

のある18 歳 未満の人( 乳幼 児

は母子手帳を必ず持参下さい｡)

l〉申 込み…電話で松戸保健所保

健指導課061 ―2121 番 へ

国保松戸市立病院

眼科が休診に

眼科が医師の都合で下記の間

休診となります。

【〉期間… ５月ｎ 日(木卜13 日(土)

C〉詳 細…市立病院眼科外来容63

―2171 内 線1134 番

救 急 医療 体 制　　 健 康 保 険 証 を忘 れ ず に ／

◆夜間急病診療所( 毎日)･午後8時～1塒 衛生会館内　　f168-3756 番

◆待機病院( 毎日)･午後5時～午前9時テレホンサービス　啣Ｈ Ⅲ 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時~午後5時ﾃﾚﾎﾝｻｰ ﾋﾞｽ　　B66-0010 番

◆休日歯科診療所・午前9時～正午　衛生会館内　　　　H65-3430 番

※ ５月13 日か ら休日土曜日夜間歯科診療所

午後８時～11 時 衛生会館内065-3430 番

お知らせ

もよお
しもの
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